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顕微測光法で検索し次のような成績を得た。
正常上皮および異常上皮の細胞核 DNA含量分布
はほとんど差が認められず両者の基底細胞核および
傍基底細胞核 DNA含量分布の最高頻度を示す値
(二倍体値と考えられる。)は一定であった。不穏上
皮では分布域は前二者とあまり差がないが 4倍体値
をとる細胞核の頻度が増加する。異型上皮では明ら
かに 4倍体値をとる細胞核が優勢となり少数ではあ
るが8倍体値附近に分布する核も認められるよう K
なる。上皮内癌で、は前回に述べた癌の場合と同様含
量の増加と分布域の拡大が認められた。 
23.婦人科領域における Aldolaseの組織学的研
究(第 1報〉
王真麗 
Aldolaseは Fructose1，6-diphosphate (FDP) 
を分解して dihydroxyacetosephosphateとgly-
cer aldehyde-3-phosphateが生成する反応を促進
する酵素である。 Aldolaseはほとんど全ての生細
胞中広存在する，中でも多量を含むのは筋肉である
が，最近酵母菌および緑葉中にも或る事が判明した
が，筋肉と酵母の物が同ーか否か，未だ不明であ 
る。今回 Allenも Baurnの Gomoritypeの燐
酸産生の証明法にて組織 Aldolaseの組織化学的局
在性と活性を検討した。基質は (FDP)Ba塩を用
い基礎実験は白鼠の子宮頚躍部，肝，腎を始め 12
の臓器で各種固定をなし，さらに当科外来患者試験
切除標本並びに手術摘出標本 60例について Cryo-
state ~乙依り新鮮凍結切片作製， 標本の内訳は正常
扇平上皮 10例，乳鳴康欄 20例，不穏上皮3例，上
皮内癌2例，扇平上皮癌 27例である。実験例数少
例のため，断定的結論を下し得ないが， Aldolase 
は正常組織の間質，腺上皮，血管壁に活性を示し，
悪性腫蕩lζ活性が見られない様である。なお今後と
も検討を続けて行く積りである。 
24.産婦人科領域における脂質の組織化学的研究
(特に Plasmalogenについて〉
堀敬明
今回は Plasmalogenについて‘検討を加えた。
燐脂質に属する Plasmalogenは Feulgen 氏の
Plasmal反応により組織化学的に証明することが
出来る。子宮陸部上皮組織における分布は，正常上
皮においては基底層K強く表層に行くにしたがい，
染色性が弱くなる。変化上皮，侵入前癌，癌組織に
おける染色性は基底層における程度とほぼ同程度の
所見を有することを認めた。併し癌組織における変
性壊死に傾いた部位では強度の染色性を認めた。腺
組織は扇平上皮組織に比し強染せられる。前後する
が，染色部位は細胞の原形質であり，核は染色せら
れなかった。この染色による分布は岡本氏法民基づ
く燐脂質染色法とほぼ同様の結果を示していた。ズ
ダン染色による結果の扇平上皮組織における表層部
位に強いものとは反対の分布を示していた。
25.子宮頚睦部変化上皮並びに癌における介 
Glucuronidaseの組織化学的研究(第III報〉
藤田真
私は 6-Bromo-2Naphthyl s-D glucuronideて
を基質とする Seligman法の検討を行って来たが
今回当科において頚癌検査のため試験切除標本と手
術劇出標本との 250例の子宮陸部組織をクリオスタ
ットにより凍結切片を作成し PostCoupling AzU' 
Dye Methodでの組織化学的研究を行い併せて p-
Nitrophenol glucuronide を基質として生化学的
定量を行った。正常扇平上皮では基底層細胞から傍
基底層細胞に弱~中等度活性，異常上皮，不穏上
皮，異型上皮，上皮内癌では活性の高まりが認めら
れ，扇平上皮癌，腺癌では中等~強度の活性の高ま
りが認められた。扇平上皮癌では分化にいく分の傾
向がみられた。結論として s-glucuronidase活性
は未熟な細胞に強く癌細胞にかなりの活性を示し変
化上皮ではそこに含まれる未熟細胞の割合にしたが
って活性を増す。また生化学的定量でも癌組織で活
性の高まりが認められた。 
26.婦人科領域における Esteraseの組織化学的
研究
東 /-;.¥品ょ、
子宮頚癌ιついて， s-Naphthyl acetate，Naph-
thol-As，Acetate，5-Bromindoxyl acetateを基
質として使用し， s-Esterase，As-Esterase，lndo-
xyl-Esteraseの活性度および分布を検討した。
癌実質にては，軽度~中等度陽性，時lζ強陽性で
あり，間質にては，陰性~微弱陽性であった。間質
でも小円型細胞浸潤部位では中等度陽性であった。 
癌巣中心部が再化しているもの，および変性壊死K
陥っている部位にては，共l乙{也の癌実質よりも濃染
された。特に s-Est.於いて本所見は著しかった。
また一般に癌族出部位は，他実質と比して，かな与
